
 

藤枝市岡部玉露の里に係る管理業務仕様書 

 

 

藤枝市（以下「市」という。）が、藤枝市岡部玉露の里（以下「玉露の里」という。）に

係る管理運営について、「藤枝市岡部玉露の里に係る指定管理者募集要項」（令和８年７月

10 日藤枝市スポーツ文化観光部観光交流政策課）に基づき指定管理者を募集するに当たり、

その管理業務の基準については下記のとおりとする。  

 

 

第１ 施設の概要 

名 称  藤枝市岡部玉露の里 

供 用 開 始  平成３年 10 月５日 

住 所  藤枝市岡部町新舟 976 番地の１ 

施設の種類  茶室及び食堂・物産販売所 

供 用 面 積  16,861.3 ㎡ 

主 な 施 設  茶室（瓢月亭）          167.57 ㎡ 

長屋門                 118.56 ㎡ 

和風庭園         6,500 ㎡ 

玉露の歴史文化園      2,500 ㎡ 

道の駅玉露の里    7,575.17 ㎡（以下２施設を含む） 

食体験施設（茶の華亭）3,127.17 ㎡ 

公衆便所（白梅）           48 ㎡ 

 

 

第２ 管理に関する基本的考え方 

(1) 施設の設置目的 

藤枝市岡部玉露の里条例（以下「条例」という。）第１条に掲げる「農村のもつ特色

ある自然、文化及び産業を広く啓発し、地域の振興を図る。」とする。 

 

(2) 施設の管理運営方針 

朝比奈手摘み本玉露の伝統継承を軸とした「高付加価値な体験・情報発信」を展開

し、来訪者と地域資源をつなぐ拠点として、交流人口の拡大と地域産業の維持発展文

化継承に寄与する。 

①＜役割＞文化の深化と魅力発信 

茶室体験の質向上や、歴史・背景のストーリー化による情報発信 

②＜役割＞地域産品の販売促進 

地域産品の積極的なプロモーションと効率的な施設運営 

③＜役割＞広域ネットワークの構築 

近隣観光施設や「道の駅」ネットワークとの戦略的な相互送客 

 

(3) 指定管理者の果たすべき役割と期待される成果 



 

 

茶文化の振興と地域活性化の拠点として、中山間地域の豊かな自然と特色ある文化

資源を活かし、「朝比奈手摘み本玉露」をはじめとする茶文化の魅力を発信するととも

に、来訪者が茶に触れ、体験する機会を提供することで、地域の誇りと交流を育む場

を形成する。また、茶産地としての認知度向上を図り、広域からの誘客促進及び周遊

を創出することで、交流人口の拡大と地域産業の維持発展、文化継承に寄与する。 

 

 

第３ 管理の範囲 

(1) 茶室（瓢月亭） 

(2) 長屋門 

(3) 和風庭園 

(4) 玉露の歴史文化園 

(5) 道の駅玉露の里（以下２施設を含む。ただし道の駅駐車場を除く） 

(6) 食体験施設（茶の華亭） 

(7) 公衆便所（白梅) 

(8) その他施設の設置目的を達成するために必要な施設 

※ 詳細については、「藤枝市岡部玉露の里施設概要（パンフレット、図面等）」を参照。 

 

 

第４ 管理業務の内容とその基準 

(1) 施設の維持管理に関する業務 

施設が本来の目的を発揮し、利用が増進されるような施設・設備の適切な管理を行

うとともに、運営に支障が生じることがないよう、破損又は不具合等が発生したとき

は速やかに市に報告し、対処を図ること。 

なお、破損又は不具合等が発生した場合、修繕費が１箇所当たり 30 万円以下の軽微

な修繕については、指定管理者の負担とする。 

① 建築物の維持管理業務 

(ｱ)外観上の点検を定期的に実施すること。 

(ｲ)法令上必要な建築物の点検等は、法令を遵守し、計画的に実施すること。 

(ｳ)毎営業日の清掃や床等の定期清掃を実施すること。 

(ｴ)消防設備の保守管理業務を実施すること。 

(ｵ)夜間及び休業日の警備業務を実施すること。 

② 附帯設備及び備品等の維持管理業務 

(ｱ)附帯設備が支障なく機能するように保守管理を行うこと。 

(ｲ)法令上必要な施設設備等の点検等は、法令を遵守し、計画的に実施すること。 

(ｳ)井戸水の水質検査（原水は年１回以上、浄水は月１回以上）を定期的に実施す

ること。 

(ｴ)定期的に、畳替えや障子の張替え等を実施し、美観に配慮した適切な管理を行

うこと。 

(ｵ)空調設備機器の安全かつ効果的な操作と適切な保守整備を行い、故障の防止に

努めるとともに、万一異常をきたした若しくは異常を予測した場合は、適切な



 

 

措置をとること。 

(ｶ)附帯設備等の定期的な清掃や手入れ等を行い、安全面・衛生面・機能面の管理

を適切にし、安全かつ快適に利用できるようにすること。 

(ｷ)施設の管理運営に支障をきたさないよう、備品の維持・管理を行うとともに、

消耗品の補充を遅滞なく行うこと。 

(ｸ)AED（自動対外式除細動器）の機器点検業務を定期的（年１回以上）に行うこと。

（オンライン管理可能な AED についてはオンライン上での点検も可）また、AED

の日常点検を毎営業日行うこと。 

③ 施設等の修繕及び改修業務 

(ｱ)施設・設備・市が備え付けた備品類等に、劣化・消耗あるいは破損・故障が生

じた場合は、直ちに市へ報告するとともに、リスク分担表≪別表≫において当

該修繕等が、指定管理者の行うべきものであれば、速やかに対処すること。 

(ｲ)施設の修繕等を実施した場合は、その箇所の修繕前後の写真と修繕状況等がわ

かる書類を作成し、市へ提出すること。 

④ 和風庭園等建物外部施設の維持管理業務 

(ｱ)樹木の適正な管理・育成のため、施肥・病害虫駆除・支柱設置・樹木補修・剪

定・補植などを適切に行うこと。また、枯損木や枯れ枝等があった場合は、危

険防止のため、早急に除去すること。 

(ｲ)美観を保つため、河川敷も含め、施設周辺の定期的な除草・刈込業務を行うこ

と。 

(ｳ)施設内の芝生については、管理を適切に行い、庭園にふさわしい美しい芝生景

観を維持するよう努めること。 

(ｴ)池（ひょうたん池・鷺田池）の清掃や枯葉処理、鯉の飼育等を適切に行い、庭

園の美観を維持すること。 

(ｵ)駐車場内の指示標識や街灯の管理・清掃等を適切に行い、利用者がいつも安全

で気持ち良く使えるよう管理すること。 

(ｶ)排水枡や集水枡は、排水不良等をきたさないよう、定期的に適切な管理を行う

こと。 

(ｷ)玉露の歴史文化園の体験茶園と玉露品種園は、玉露の伝統的な栽培方法などを

展示する施設であることから、専門的な知識を有する茶農家等の協力のもと、

適切な管理を行うこと。 

⑤ 廃棄物処理業務 

利用者が快適に利用できるよう、適切な処理を行うとともに、作業中は利用者等に

支障のないよう十分に配慮すること。 

⑥ 秩序保持と安全業務 

(ｱ)施設の秩序保持、その他安全に関する事項は以下のとおりとすること。 

◇防火管理者の資格を有する者を配置し、市とともに防火・防災対策を講じること。 

内容は次のとおりとする。 

Ａ. 防災計画の作成 

Ｂ. 防災訓練の実施（年１回以上） 

Ｃ. 防火管理に係る消防計画の作成 



 

 

Ｄ. 消防計画に基づく次に掲げる防火管理上必要な業務の遂行 

a 消火、通報及び避難訓練の実施（年２回以上） 

b 消防用設備と消防用水又は消火活動上必要な施設の点検（年２回）、報告（年

１回） 

c 火気の使用又は取扱いに関する監督 

d 避難又は防火上必要な構造及び整備の維持管理 

e 収容人員の管理 

Ｅ. その他防火管理上必要な業務 

(ｲ)利用者の安全確保対策を講じること。 

 

(2) 施設の利用許可及び利用許可の取消しに関する業務 

指定管理者は、条例第６条第２項に基づき、休館日に限り、市長の承認を得て、茶

室の全部又は一部の専用使用を許可することができる。その際は、施設が本来の目的

を発揮し、利用が増進されるような公平で公正な許可審査を行うとともに、速やかな

事務処理を行うものとする。この専用使用の許可について、指定管理者は、管理上必

要な条件を付けることができる。なお、利用を制限する又は不許可とする場合は、理

由を付して申請者に通知すること。 

①茶室の専用使用については、使用目的の基準や受付業務の方法などを市と協議し、

指定管理者が定めること。また、専用使用者のための「利用の手引き」を作成す

ること。 

②茶室の専用使用については、茶室利用の日程を管理調整し、事前に休館日を公表

の上、専用使用の許可業務を行うこと。 

③茶室の専用使用を許可する際は、使用者と十分な打合せを行い、必要な助言、指

導を行うこと。 

④指定管理者は、各種茶会を誘致するなど、茶室の有効活用を図ること。 

 

(3) 利用料金の設定及び収受に関する業務 

施設が本来の目的を発揮し、利用の増進が図られるような適正な利用料金の設定を 

行うとともに、高齢者や障害者、インバウンド等、誰もが等しく利用できる環境を

整備し、必要に応じ減免措置や割引サービス等を実施すること。 

なお、利用料金の設定及び減免規定の策定等、利用料金に係る内容については、条

例に定める範囲内で、予め市の承認を得るとともに、設定した利用料金等を公表する

こと。利用料金の減免額は、藤枝市岡部玉露の里条例施行規則（以下「規則」という。）

第３条に定める範囲内で、指定管理者が市長と協議の上定めること。 

 

(4) 市の指定事業として行うサービスの提供等に関する業務 

施設の設置目的及び地域の観光拠点としての役割を十分に理解し、その趣旨・理念

を継承した運営を行うこと。茶室の運営に関する業務については、本市で生産される

お茶や茶菓子等を可能な限り使用し、玉露及び抹茶の体験を提供すること。また、サ

ービスの質を維持・向上させ、利用者の満足度が低下することのないよう努めること。 

 



 

 

(5) 自主事業として行う新しい工夫を取り入れた多彩なイベントやプログラムの実施、

ニーズにあったサービスの提供等による利用の促進 

施設が本来の目的を発揮した上で、利用が増進されるような画期的な新規事業を企

画、実施するとともに、玉露産地としてのイメージアップと、朝比奈手摘み本玉露を

はじめ岡部茶・藤枝茶や地元食材等を使用した商品の積極的な提供による消費拡大推

進事業等を実施すること。また、それにより「藤枝市岡部玉露の里における指定予定

期間収支計画書」における各年度の利用者数の目標を達成すること。 

なお、新規事業の企画、実施については、市へ事前に計画書を提出し、市の承認を

得ること。また、市の指定事業と出納管理を区分して行うこと。 

 

(6) 地域連携に関する業務 

地域に開かれ、共存する公の施設として、施設所管課とともに地域住民との施設運

営に関する協議の場を設け、その意見を管理運営に反映すること。なお、地域の祭り・

行事への協力等を実施するとともに、地域との連携事業を実施し、地域貢献に努める

こと。 

 

(7) 地域回遊促進に関する業務 

市内及び近隣施設等との連携事業を実施するとともに、各施設等のイベント情報等

の相互発信に努めること。 

 

(8) 道の駅「玉露の里」に関する業務 

①藤枝市「道の駅」全体構想に基づき、豊かな自然や茶文化体験などの観光資源を

活用し、広域からの人の流れを呼び込み、地域間交流の活性化や地域産業の活性

化及び観光交流の推進に努めること。  

②指定管理者は、道の駅「玉露の里」の駅長として、中部ブロック「道の駅」連絡

協議会の正会員となり、道の駅の利便性向上等に努めること。なお、当該協議会

の会費は、市が支払うものとする。 

③道の駅としての防災機能の維持管理を行うとともに、災害時には防災拠点として

の対応を取ること。 

 

(9) 業務に係るリスク等の分担 

市と指定管理者の負担区分を定めたリスク分担表≪別表≫に従い、責任を自覚して

対処すること。 

 

(10) 経営指標の設定 

毎年度の利用者数や収入等の経営指標を設定し、評価・検証を行い、施設の管理運

営に活かすこと。 

 

(11) その他業務 

施設の管理運営に当たり、以下の取組を徹底すること。 

① 人員の配置に関すること 



 

 

(ｱ)管理運営業務を遂行するために必要な業務執行体制を確保し、管理運営を効果

的に行うための業務形態にあった適正な人員を配置すること。 

(ｲ)施設の使用に関する受付業務（茶室入館者の受付、利用料金の収受、施設案内、

電話応答、朝比奈手摘み本玉露をはじめ岡部茶・藤枝茶並びに市のＰＲ、施設

管理業務等）には１名以上を配置し、利用者へのサービスに支障なく、節度あ

る接遇ができる人員体制とすること。 

(ｳ)指定管理者は、管理運営業務の統括者となる業務責任者を置くこと。 

(ｴ)配置する人員の勤務形態は、労働基準法を遵守し、管理運営に支障がないよう

に配慮するとともに、利用者の要望に応じた対応をとること。 

(ｵ)従事者の資質を高めるため、研修等を実施するとともに、施設の管理運営に必

要な知識と技術の習得に努めること。 

(ｶ)茶道を通じた茶文化の普及と振興を図るため、茶室には玉露等煎茶、抹茶の師

範（教授）又は、師範が推薦した者等を２名以上配置すること。 

(ｷ)従事者等の本市在住者採用に努めること。 

② 目的外使用に関すること 

指定管理者が、施設を設置目的以外に使用する場合は、予め市長の許可を受けなけ

ればならない。 

③ 事故及び緊急時の対応 

(ｱ)施設内において事故又は故障が発生した時は、速やかに市に報告し、指示を受

け、必要な措置を講じること。ただし、軽微な事故（人身の安全を損なわない）

又は故障の場合は、指定管理者において必要な措置を講じ、市への報告は事後

でかまわないものとする。 

(ｲ)指定管理者は、防火管理者の資格を有する者を配置し、災害等緊急時の利用者

の避難・誘導・安全確保等及び必要な通報についての対応マニュアル、防犯対

策についてのマニュアルを施設の管理運営開始前までに、市と協議して作成す

ること。この内容等については、従業員に周知を図り、緊急事態の発生時には

的確に対応できる体制を整えること。 

(ｳ)利用者の急な病気・怪我・体調不良等に対応するマニュアルを施設の管理運営

開始前までに市と協議して作成すること。この内容等については、従業員に周

知を図り、緊急事態の発生時には的確に対応できる体制を整えること。 

(ｴ)保守管理（定期点検、水質検査、清掃作業等）に関するマニュアルを施設の管

理運営開始前までに市と協議して作成すること。この内容等については、従業

員に周知を図り、管理を徹底すること。 

(ｵ)指定管理者は、施設の管理業務の履行に当たり、指定管理者の責めに帰すべき

事由により、市又は第三者に損害を与えた場合は、その損害を賠償しなければ

ならない。そこで、指定管理者は、指定管理者の業務上の瑕疵により生ずる損

害賠償に対応できる賠償資力を確保するため、利用者傷害・損害保険などの適

切な保険に加入すること。なお、施設の火災保険・地震等災害保険については、

市で加入する。 

④ 環境への配慮 

環境への負荷軽減に取り組み、廃棄物の減量やリサイクル、節電等の具体的対応を



 

 

行うこと。また、「藤枝ローカルＳＤＧｓ」の推進に協力し、ＳＤＧｓの達成に寄与

すること。 

⑤ 施設及びイベント等の広報 

(ｱ)商品やイベント等の案内に関するチラシの発行、配布をすること。 

(ｲ)ホームページの作成及び管理（随時更新を含む）をすること。 

(ｳ)インターネット、SNS 等の多様なメディアを活用し、効果的な情報発信を行う

こと。また、周辺観光施設との相互情報発信を連携して行うこと。 

(ｴ)施設を有効に活用した事業広報に努めること。 

(ｵ)事業実施や施設の取組等についてのプレスリリースを積極的に行うこと。 

 

 

第５ 休館日、開館時間 

休館日及び開館時間については、以下のとおりとする。  

ただし、指定管理者が必要と認めたときは、条例の範囲内において、事前に市の承認

を得た上で、これらを変更することができる。なお、これらを変更する場合は、利用者

に対し、事前に周知を図ること。  

(1)休館日 ：毎月第４月曜日（第４月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法 

律第 178 号）第３条に規定する休日に当たるときは、その翌日）及び 

12 月 28 日から翌年１月２日まで 

(2)開館時間：午前９時 30 分から午後 10 時まで（瓢月亭・長屋門・茶の華亭） 

 

 

第６ 施設の利用の許可等 

(1) 利用の申請受付 

条例第６条及び第７条による。 

なお、申請書の受付については、行政手続法（平成５年法律第 88 号）第７条に準じ、

適正に処理すること。 

 

(2) 利用の許可 

許可基準については条例第７条により、許可手続については同第６条による。 

なお、利用を制限する又は不許可とする場合は、申請者に対し、同時に当該処分の

理由を示さなければならない。ただし、法令に定められた許認可等の要件又は公にさ

れた審査基準が、数量的指標その他の客観的指標により明確に定められている場合で

あって、当該申請がこれらに適合しないことが申請書の記載又は添付書類その他の申

請の内容から明らかであるときは、申請者の求めがあったときにこれを示せば足りる。 

 

(3) 利用料金 

①本業務は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の２第８項に定める利

用料金制度により、施設利用料金を指定管理者の収入とする。 

②利用料金については、条例第８条の規定による。なお、必要に応じ、条例第９条

及び規則第３条の規定により減免措置を実施する。 



 

 

 

 

第７ 法令の遵守 

施設の管理に当たっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等を遵守しなければなら

ない。  

(1) 地方自治法 

(2) 個人情報の保護に関する法律 

(3) 藤枝市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例 

(4) 藤枝市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則 

(5) 藤枝市岡部玉露の里条例 

(6) 藤枝市岡部玉露の里条例施行規則 

(7) 藤枝市財務規則 

(8) 藤枝市情報公開条例 

(9) 労働基準法、労働安全衛生法その他労働関係法令 

(10) 藤枝市暴力団排除条例 

(11) 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

(12) 消防法、水道法、建築基準法、環境関連法、その他施設整備の維持管理と保守点検に関する法令 

 

 

第８ 計画及び報告 

(1) 年度計画書 

指定管理者は、下記の事項を記載した年度計画書を当該年度の前年度の２月末日ま

でに市に提出し、承認を得ること。なお、指定管理初年度については、基本協定と同

時並行で作成し、市の承認を得ること。 

①維持管理業務計画表 

②収支予算書 

③指定事業計画書及び自主事業計画書（月別行事予定表及び事業内容） 

④人員配置体制（図又は表と名簿） 

⑤経営指標（数値目標） 

⑥その他市長が必要と認める事項 

 

(2) 月次報告書 

指定管理者は、下記の事項を記載した前月分の報告書を、毎月 10 日までに市に提出

すること。 

①管理業務の実施状況 

②施設の利用状況（施設別の利用者数等） 

③利用料金の収入状況 

④指定事業及び自主事業の実施状況 

⑤利用者満足度モニタリング（調査）集計 

⑥その他市長が必要と認める事項 

 



 

 

(3) 業務報告書 

指定管理者は、毎年度終了後 30 日以内に、下記の事項を記載した業務報告書を作成

し、市に提出すること。 

なお、市長が必要と認めた場合には、年度の途中においても、当該年度における業

務報告書の提出を求めることがあるため、常に提出できるよう準備しておくこと。 

①管理業務の実施状況及び施設の利用状況 

②利用料金の収入実績 

③管理運営に係る経費の収支状況 

④指定事業及び自主事業の実施状況 

⑤指定管理者の経営状況を示す書類 

⑥利用者満足度モニタリング（調査）集計と対応状況 

⑦地域連携の対応状況 

⑧その他管理の実態を把握するために市長が必要と認める事項 

 

(4) 市によるモニタリングへの協力 

施設の管理運営については、施設の設置目的や役割を踏まえ、サービスの向上を目

指した利用の増進と、効果的かつ効率的な運営を図ることを目的としているため、常

に利用者の満足度の把握に努め、その結果を直近の月次報告に添付して提出すること。 

また市では、別途「藤枝市公の施設に係るモニタリング」を実施しているため、こ

れに協力すること。 

 

 

第９ 経理に関する事項 

(1) 収入 

施設は利用料金制度を導入するため、指定管理者は、市が支払う指定管理料のほか、

利用者が支払う利用料金や自らが企画、実施する各事業の収入等を自らの収入とする

ことができる。 

 

(2) 指定管理料に関する協議 

指定管理料の総額については、債務負担行為により担保する。また、その年度額に

ついては、会計年度ごとに指定管理者から提出された収支計画額を踏まえ、予算編成

過程や予算の議決を経て、年度協定を締結するなかで決定する。 

なお、年度額の内訳については、市との協議により科目間の流用ができるものとす

る。 

 

(3) 指定管理料の支払い 

市は、指定管理料として会計年度（４月１日から翌年３月 31 日まで）ごとに、別途

締結する年度協定書に基づき指定管理者に支払う。なお、支払いの時期は年度協定に

て定める。 

 

(4) 経理の独立 



 

 

施設の管理運営及び事業実施に係る収入及び支出は、指定管理者が属する団体等の

経理とは区分して出納管理を行うこと。 

 

(5) 収入として見込まれるもの 

①利用料金 

②事業からの収入 

③その他収入 

 

(6) 指定管理料の精算 

指定管理業務を市が示した内容どおり確実に実施するなかで、利用料金収入や事業

収入の増加、経費の節減等、指定管理者の努力により生み出された余剰金については、

原則として精算による返還を求めない。また、利用料金収入の減少等、指定管理者の

運営に起因する不足額が生じた場合は、原則として補填は行わない。 

 

 

第１０ 取得した個人情報の取扱い 

別添「個人情報取扱特記事項」の規定による。  

 

 

第１１ 備品等の取扱い 

(1)指定管理者が行った修繕により、結果として資産を取得することとなる場合は、 

その資産は、市の所有に属するものとする。 

(2)指定管理者は、市の所有に属する物品については、「藤枝市財務規則」及び関係法規 

の管理方法及び分類方法等に基づいて管理を行う。また、指定管理者は、同規則に 

定められた備品台帳を備えて、その保管に係る備品を整理し、購入及び廃棄等の異 

動については、遅滞なく市に報告すること。 

 

 

第１２ 証拠書類の保管 

指定管理者は、管理業務の状況を記録した書類や経理状況に関する帳簿類等を整理し、

市が指定する期間これらを保管すること。  

   

 

第１３ 業務の引継ぎについて 

指定管理者は、指定管理期間が終了したとき又は指定が取り消されたときは、必要な

データ等と併せて次期指定管理者又は市に引き継ぐものとする。業務を引き継ぐ際は、

円滑かつ確実に行うものとする。  

 



 

 

 

個人情報取扱特記事項 

 

第１ 基本的事項 

指定管理者は、この契約による業務を処理するため個人情報を取り扱うに当たっては、

個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の適正な取扱いに努めなければな

らない。 

第２ 取得の制限 

指定管理者は、この契約による業務を処理するため個人情報を取得するときは、適法

かつ適正な方法により取得しなければならない。 

第３ 安全管理措置 

指定管理者は、個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の個人情報の適切な管

理のために必要な措置を講じなければならない。 

第４ 従業者の監督 

指定管理者は、その従業者に個人情報を取り扱わせるに当たっては、当該個人情報の

安全管理が図られるよう、当該従業者に対する必要な監督を行わなければならない。 

第５ 再委託の禁止 

指定管理者は、市の同意がある場合を除き、個人情報の取扱いを第三者に委託しては

ならない。 

第６ 複写又は複製の禁止 

指定管理者は、市の同意がある場合を除き、この契約による業務を処理するため市か

ら提供された個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。 

第７ 資料等の廃棄 

指定管理者は、この契約による業務を処理するため市から提供を受け、又は指定管理

者自らが作成し若しくは取得した個人情報が記録された資料等を、この契約終了後直ち

に廃棄するものとする。ただし、市が別に指示したときは、その指示に従うものとする。 

第８ 目的外利用・提供の禁止   

指定管理者は、市の同意がある場合を除き、委託事務の処理以外の目的のために個人

情報を自ら利用し、又は提供してはならない。 

第９ 取扱状況の報告等 

市は、必要があると認めるときは、個人情報の取扱状況を指定管理者に報告させ、又

は自らその調査をすることができる。 

第 10 事故発生時における報告 

指定管理者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれがあることを知っ

たときは、直ちに市に報告し、市の指示に従わなければならない。 

 

 

 


